
令和 ７ 年 2 月 3 日

14 時 30 分から 18 時 00 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

　（注）　このプログラムは基本的なものであって、このような観点に基づき、それぞれの利用者の身体状況や特性に応じて個別の支援プログラムを作成いたします。

主な行事等
・砂の祭典見学　　・芋の苗植え　　　・虫歯予防デー歯磨き練習　　・七夕会　　・夏休みお楽しみ会　　・十五夜行事　　・野菜の種まき　　・芋ほり
　
・野菜収穫　　　　・クリスマス会　　・たこあげ　　　・豆まき　　・ひな祭り　・お別れ会

（別添資料１）

家族支援

・ご家族の施設見学や相談を気軽に受付て援助を行います。
・お子さんの家庭での環境づくりや関わり方を一緒に考えます。
・就学支援を行います。
・ペアレントトレーニングを計画します。

移行支援
・切れ目のない支援が継続できるように、これまでの支援方法・内容や支
援経過等を移行先と情報共有して、より良いサービスが受けられような支
援を行います。

地域支援・地域連携
・相談事業所と連携して、利用希望者の受入れに努めます。
・施設見学や行事等の地域参加もしてもらい、災害時等の協力体制づくりに努め
ます。

職員の質の向上
・部内研修の実施や部外研修の受講等を通して、職員個々の知識やスキル
アップ、また全体としての支援向上を図ります。

支　援　内　容

・健康状態を把握します。
・日常生活における身支度や物の管理ができるように自主性・自立性を促します。
・身の回りの整理・整頓ができるようにするとともに、生活環境を整えることができるように支援します。

・運動や遊びを通して、正しい姿勢や、手足の動かし方や身体の動かし方を学びます。
・運動や遊びにより体幹の強化、体力作りをするとともに、力の入れ具合や疲れの調整を促します。
・粗大運動や微細運動により身体のバランス感覚や俊敏性を養います。
・楽しみながら、運動機能の発達を促すとともに、強化を図ります。

本
人
支
援

・学習キットや課題を取り入れ、読み書き向上の支援をします。　　　　　　　　　　　　　　　　・自主的学習を促します。
・学習支援により学習能力の向上を図ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自分の得意や不得意を知り、自己理解を深めるように支援します。
・自分の気持ちや感情を調整して適切な言葉使いや行動ができるように促します。

・発語、身振り、指差し、、サイン、ジェスチャー等の自己表現を高めるように支援します。　　　・言葉の理解力や表現力を高めるように支援します。
・自分の思いや要求の相手への伝え方や、相手の状況に応じた適切なやり取りを促します。

・活動を通して、目標やルール、役割理解して友達との共同作業や集団での適切な行動を促します。
・自分の気持ちや感情の安定を図り、周囲との良好な関係性が作れるように支援します。
・他者の気持ちや意図を理解したり、適切な行動が取れるような対応力を促します。

支援方針
利用者の人格を尊重し、常に利用者の立場に立ち、それぞれの個人の豊かな生活と充実した人生が送れるよう日常生活上の支援及び就学支援、機能訓練等の日中活動支援を行うことによ
り、また利用者の心身機能の維持、発達、障がいの軽減を図りつつ、利用者が自立して生活を営むことができるように支援するとともに、家族支援を実施する。

営業時間 送迎実施の有無 あり

法人（事業所）理念 　　愛情ある支援

事業所名 多機能型事業所ホープみさかえ 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）


	支援プログラム様式

